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2018年12月7 日（金） 16:10～17:10 場 所：講義棟1階105講義室

アルツハイマー病治療薬のシ｝ ド化合物の探索
～ ピフラボノイドを中心として ～

生薬学研究室 木下 薫

高齢化社会を迎えている日本ではアルツハイマ ー 病患者の増加が問題となっているが， その

治療薬はアセチルコリンエステラー ゼ阻害薬などの対処療法のみであることから， 根本的治療

薬が求められている． そこで， 明治薬科大学認知症倉lj薬資源研究開発センタ ー （DRC） では，

アルツハイマ ー病治療薬の開発を目的として5つの研究室が共同研究を展開している．
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アルツハイマ ー 病の原因として

はいろいろな説が有り， その原因

は確定されていないのが現状であ

るが，本DRCにおける共同研究に

おいてはアミロイド仮説に着目し，

研究を進めている． これは， 脳内

でアミロイド前駆蛋白質（APP）か

らpーセクレタ ー ゼ（BACE-1）およ

び、yーセクレタ ー ゼによって切り出

されたアミロイド13 (Al3）が， ネプリライシンなどによって分解されずに重合して Al3 oligomer 

を形成し， さらにそれが 凝集してAl3fibrilや老人斑として沈着することで神経細胞が死滅する

という説である．

生薬学研究室では， アルツハイマ ー病の原因とされる Al3産生に関わるBACE-1の阻害活性

と Al3凝集抑制活性に着目し， キノコや海洋由来真菌からこれらの活性成分の探索を行ってい

る． また， 当研究室にお

いていろいろな活性を見

いだしてきたピフラボノ

イドに着目し， BACE」

の阻害活性と Al3凝集抑

制活性を評価した とこ

ろ， 活性を見いだしたの

で， 構造活性相関と合わ

せて報告する．
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